
◆発明概要と利点

発明者らは、ブラックボックスシステムのテストの効率を改善するため、ブラッ

クボックスシステムのテストのための新たな技術を開発した。開発の方法は、ブラ

ックボックスシステムの挙動を近似するモデルを生成する学習アルゴリズムに基づ

いて、前記モデルの生成処理を実行し、生成された前記モデルのテストを実行する

ことを含むテスト処理を実行する。

⮚ ブラックボックスシステムのテストが広い範囲で可能

テストにおいて、ブラックボックスシステムとして、Ｍａｔｈｗｏｒｋｓ社のＷ

ＥＢサイト（ｈｔｔｐｓ：／／ｊｐ．ｍａｔｈｗｏｒｋｓ．ｃｏｍ／ｈｅｌｐ／ｓ

ｉｍｕｌｉｎｋ／ｓｌｒｅｆ／ｓｉｍｕｌａｔｉｏｎ－ｏｆ－ａ－ｂ

ｏｕｎｃｉｎｇ－ｂａｌｌ．ｈｔｍｌ）に記載の「跳ねるボールモデル（Ｂｏｕｎ

ｃｉｎｇ Ｂａｌｌ ｍｏｄｅｌ）」を用いた。より具体的には、当該ＷＥＢサイ

トに記載のＳｅｃｏｎｄ－Ｏｒｄｅｒ Ｉｎｔｅｇｒａｔｏｒブロックを使用した跳

ねるボールモデルを用いた。１０条件でテストした。本入発品１～４は、アルゴリ

ズムが異なる。

京都大学の新技術

ライセンスを受けて本発明の実用化を目指していただける連携企業様を求めています。

◆背景

ブラックボックスシステムのテストは、ブラックボックスシステムが、所定の仕

様（specification）を満たすかどうかを確認することである。ブラックボックスシ

ステムは、内部動作等が不明であるため、ブラックボックスシステムのテストには

、従来、ランダムシミュレーションが用いられている。

しかし、ランダムシミュレーションでは、ランダムに多数の入力をブラックボ

ックスシステムに与える必要があり、効率が悪い。特に、反例が、稀にしか生じな

い場合には、ランダムな入力では、反例を発見するのが困難なことが多い。このた

め、ランダムシミュレーションを、長時間行う必要が生じ、効率が低下する。

◆適応分野

• ブラックボックスシステム

のテスト

• MATLAB、Simulink、モデ

ルベース開発でのソフトに

対して利用できる

◆希望の連携形態

• 特許実施許諾契約*

• オプション契約*

*京都大学より特許出願中(未公

開)です。

◆研究段階

⮚ 本発明を用いたシステム用

いて、左記に示すブラック

ボックスシステムのテスト

を実施した。

ブラックボックスシステムのテスト

ブラックボックスシステムのテストを、効率的にした新システムです。

図１. 本発明によるブラックボックスシステムのテスト結果
条件を変えた広い範囲で、テストができた。

回数/時間（秒）、TO（Time Over)

条件
従来(ﾗﾝﾀﾞﾑ 本開発品

ｼｭﾐﾚｰｼｮﾝ) 1 2 3 4

1 1/0.7 1/67.1 1/45.6 1/82.9 1/67.7

2 >1024 82/TO 5/259.6 53/TO 6/306.9

3 24/32.5 1/TO 1/38.6 1/38.7 1/57.1

4 >10000/TO 1/TO 1/40.8 50/TO 1/62.9

5 >10000/TO 1/TO 1/TO 37/2257.3 3/133.8

6 >500 70/TO 1/TO 37/TO 28/2170

7 >500 1/10.1 1/16.9 1/16.10 1/45.5

8 >500 53/TO 1/13.3 4/13.4 1/43.5

9 >500 83/TO 1/16.4 4/16.5 1/43.6

◆お問い合わせ先

京都大学産学連携担当

株式会社TLO京都

〒606-8501

京都市左京区吉田本町

京都大学国際科学イノベーション棟3F

(075)753-9150 

licensing_ku@tlo-kyoto.co.jp
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